
農商工連携、６次産業化による地域活性化と新たな雇用創出プロジェクト【栃木県茂木町】 

 茂木町は、栃木県東南端の茨城県境に位置し、農林業を基幹産業としている地域である。 

 当該地域は、ゆず等の特産農産物の活用や農商工連携による６次産業化等に取り組んでおり、地域資源を活用

した地域ブランド商品の開発等事業、インターネット通販システムの構築・運用等事業、地場産品を活用した地域固

有の料理開発事業を実施することにより、関連分野の活性化を図り、雇用機会の拡大を目指す。 

・事業を実施するために雇い入れる地域求職者の数：３名 

もてぎまち 

主な事業内容 

 □ 地域資源を活用した地域ブランド商品の開発と６次産業化への取組み 

  ・ ゆず等を活用した商品開発、地域ブランド商品化 

  ・ 販売額拡大のため、安全安心でクオリティが高く、かつ、安価な価格設定が可能な商品の研究・開発 

 

 □ ネット販売システムの構築・運用とマーケティング戦略推進事業 

  ・ モバイルサイトの開設 

  ・ メルマガ会員制度の実施 

  ・ インターネット通販の開設 

 

 □ 地場産品を活用した新たな地域固有の料理開発事業  

  ・ ゆず、エゴマ、コンニャク、椎茸、鮎等を使った昔ながらの料理を復元するなど地産・地消の料理研究 

   開発 

地域雇用創造実現事業 平成２３年度採択地域 

16   

人口：16,128人 
（平成20年3月31日現在） 

茂木町 


